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す反応をⅤⅠスケジュールで強化する手続きに変
更した｡1試行は強化又は20秒で終了した｡ⅤⅠ
値を徐々に60秒までのばしたのち,1/4の試行に
青緑,黄緑,黄を導入し.テスト試行での反応を
消去しながらテストした｡その結果,ⅤⅠを導入
した手続きでの訓練後には,テスト試行での正反
応率は,通常の手続きでの訓練後よりも有意に上
昇した｡このことから,ⅤⅠスケジュールが同異
概念の形成を促進したことが示された｡
以上より. 1)ニホンザルは必要最小限の数の
刺激から同異概念を形成できるはどすぐれた抽象
能力を持っことが,適切な手続きを用いることに
よって明らかにされるとともに,2)この概念形
成を促進した決定的要因は,試行内に配置された
ⅤⅠスケジュールであることが示された｡
2 追跡運動に関与する前頭前野ニュー
ロンの無名質自己刺激に対する応答
船橋新太郎
大脳皮IFI前朗前野の関与する行動の発現におけ
る,脳内自己刺激 (ICSS)有効部位の役割を明
らかにするため,前頭前野ニューロンに及ぼす
ICSSの効果を調べた｡前頭前野には.随意的な
超勤の光跡 こIXl係するニューロン,運動の開始や
報酬の山現を予期した活動を示すニューロン,報
酬の山現により賦活されるニューロン.等の存在
が明らかにされている｡一方,脳内刺激を報酬と
して行動を行なわせると,動物は刺激を求めて行
動をくり返すことが見出されている｡前頭前野に
は.ICSS有効部位の刺激で応答を生ずるニュー
ロンの存在が報告されているが,このようなニュー
ロンがどのような機能をになっているのかは明ら
かではないOそこで.ICSSは,運動発現に関係
するニューロンを賦活することにより,次の行動
の開始を促進するように作用するのか｡報酬出現
により賦活されるニューロンに,報酬出現の情報
を送っているのか｡あるいは,報酬出現に対して
予期的な活動を示すニューロンは,ICSS部位に
何らかの情報を送っているのか,等を明らかにす
る目的で実験を行なった｡
サルには視覚性追跡課題を行なわせ,この課題
の遂行に伴って活動変化を示すニューロンにおけ
るICSS有効部位の刺激効果を調べた｡ICSS部
位としては,ICSSの効果の得られることが相告
されており,また,前頭前野に線維投射している
ことが報告されている無名質 (Substantiainno一
minata)を選んだ｡サルには,手首の屈曲 ･伸
展により,決められたスタート位置から,GOシ
グナルの提示と同時に示される目標位置までハン
ドルを動かすことを学習させ,報酬として無名質
の刺敦 (100Hz,0.2ms,1.5mAのパルスを
24)を与えた｡
全体で66個のニューロンが追跡運動に伴って活
動変化を示した｡これらのニューロンを,活劫交
化の生ずる時期及び活動パターンの相違により3
つのタイプに分校したOタイプ1は,運動の開始
付近で活動増加の見られたニューロンで,31個が
これに屈した｡活動のパターンとタイミングより,
遊動発現に関係するニュー ロンと考えられた.こ
の31個のニューロンのうち,8個が無名質刺激に
より逆行性応答を,5個がn旧行性応答を示したが,
一万,18個は刺激には応じなかった｡タイプ2は,
報酬の提示に300-500ms先行して活動の漸増
の見られたニューロンで,26個がこれに属した｡
このタイプのニューロンは.報酬出現に対して予
期的な活動を示していると考えられるが,26個の
うち,18個が細名質刺激に応じ,うち15個が逆行
性応答を,3個がJIUi行性応答を示した.タイプ3
は,GOシグナルの提示から報酬の出現までtonic
に活動増加を示すニューロンで,9個がこれに属
した｡このニューロンでは,6個が無名nLf刺激に
応じ,うち5個が順行性応答を,1個が逆行性応
答を示した｡
以上の結果より,①無名質の報酬刺激は,前頭
前野の特定のタイプの活動を示すニューロンにの
み効果を及ぼすのではなく,様々なタイプの活動
を示すニューロンに効果を及ぼすこと｡㊥各々の
タイプのニューロンで,応答するニューロンの割
合及び順行性応答,逆行性応答の比に違いのある
ことから,前頭前野の機能的に異なったニューロ
ンは,無名質と異なった解剖学的関係をもってい
ること｡㊥少数ではあるが,運動発現に関与する
と考えられるタイプ1のニューロンで順行性応答
の見られたことから.ICSSは,このようなニュー
ロンを介して.運動発現を促進する作用のあるこ
とが考えられること｡④報酬出現に対して予期的
な活動を示していると考えられるタイプ2のニュー
-30-
ロンのうち.多くのニューロンが逆行性応答を示
してLl,ることから,このような予期的な惜和が
ICSSTf効部位に送られていること.が明らかに
なった｡このように.荊it-fi前野とICSSlf効部位
である無名IFjlは.相互に線維辿絡をもち.この維
持の統括が.脳内刺激による行動の光跡こ_qE･fAriな
役割を杭じていると考えられる｡
4.屋久島に生息するニホンザルの生態学
的研究(EcologicalstudiesofMacacafuscata
yakuI'inYakushimalsTand,Japan)
丸橋珠樹
屋久島,国利岳西斜面に分布するヤクザル個体
群を対象として,1975咋から79咋まで,ニホンザ
ルの生態学的研究を行なった｡餌づけを行なわす:
自然群を完全に人づけ.個休識別をして.長期的
な継続調益を行なった｡
食物選択とは,植物群集の構造と群れの採企遊
動,アクティケィティー,社会構造,生息密度と
を結ぶ関係であるとの視点から,成熟した低地照
恭樹林に生息する群れの採企生態を.スキャニン
グ法によって爪的に研究した｡ヤクザルの群れは,
安食を韮礎として.利用可能な果実を主に採食し,
植物群袋を構成する概数の3分の1である76種の植
物を利用した｡各季節に.別々の部位が利用され
る数和の柄物の採食のITi-要性を指摘した｡食性多
様皮や食物植物柾の変化にもかかわらず.一定の
採食時間の員的構造がみられた.ヤクザルの食性
を他地域の群れと比較すると,前者は亜熱帯林要
素の樹種をより多く食物として利用する点で特異
的であった｡
群れのアクティヴィティーを員的に研究し,各
アクティヴィティーの時間配分,性差,季節変化
を明らかにした｡日周リズムは,群れの日々の食
性によって変化し,食性多様皮が低いほど.採食
そして休息 ･グルーミングというリズムがより明
確になった｡他即と比較すると.採企時問判合は
25%前後とほとんど変化はrよいが.Ei久砧ではグ
ルーミング割合が非常に高いことがわかった｡
自然状倍下のヤクザル8郡を対象として,個体
群動怨を明らかにし,さらに,耶れの分裂の生態
学的要因を解析し,地域個体群の維持機構を研究
した.群れの平均サイズは,28.8971.坐.臥宵皮
は少なくとも33ifi/kdで,山托申.死亡乳 移山
人率を検討した結児.咋問増加率は3%以下であ
ることが明らかとなった｡即れの杜会的性比は
0.86で.このことは.大部分のオスは,n羊れ内オ
スとして姓活していることを示している｡群れの
分裂後.1低率や一才児生娘率が上昇した｡
群れの個体数 (P)と遊動両fl (R)との問に
は強い正の相関があり.R-1.84Pというul緑的
関係が得られた.屋久砧の低地照.丑樹林はかなり
均一な森林であり,食物Ff源爪は,森林の而Flに
正比例すると考えられる｡したがって,個体数を
決定する要因は.食物だ源の爪であるといえるO
この関係が,いかなる植物群袋の梢造と群れの採
食選択との関係によって.生物柁折的に申きださ
れるものなのか検討してゆかねばならない｡
人づけされたKo即が3才料こ分別した現象を椛
細に祝祭･記述したO分裂の経過を2段階に分け
ることができる｡第1の社会的段階では,オトナ
メス問のメンバーシップと群れの社会的統合が.
分裂開始後数カ月で成立するo苅2の生態学的段
階では,安定した食物供給を確保する遊動域の形
成がなされる｡この段階の初期においては,分裂
群同志は,もとのがれの遊動域内で.互いにひろ
く遊動域を言ri'校させながら遊動し.食物確保上.
最低必要面も-1よりも広い耐机を遊動する｡その後.
群れ問のtl会いを通して.それぞれの群れの食物
をめぐる鋭争のない独占的利用地域を椛促し,遊
動域の而机はR-1.84Pに従って安定するように
なる｡この生悠学的段階は,近隣FkJ係.土地利用
の緩慢な変化の税みiTi.ねによって,ゆっくりと進
行する｡遊動域形成を規定する4つのAT;･因.1.
群れ間の優劣関係.2.隣接群の存在,3.群れ
の地縁性,4.環境椛乱 を検討した結只,群れ
の分散を決定づける瓜も7TE-Ef･な要因は,群れ問の
倍坊関係であった｡
地域個体群の生態学的構造も 屋久島の低地照
茄樹林に生息する個体群を対象として,個体数と
遊動域の関係,個体群動態と群れの分裂の関係,
群れの分布 ･分散を規定する要因などの研究を通
じて,総体的に明らかにしようとした｡そして.
群れの集合体としての地域個体群を,動的な社会
として把握し,その維持機構を生僅学的に研究し
た｡
これらの研究は以下の論文として公表されてい
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